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 O 1

1

-1

-1



3

4

3




4
U3

値は +


4
=



3
，

4

3


よって，図から，不等式

を満たす +


4
 の値の範

囲は



3
<+



4
<



2
，

4

3
<+



4
<

3

2


ゆえに


12
<<



4
，

13

12
<<

5

4


練習２５
2sin  -cos =01 1- 2cos  -cos

 =- 2cos  -cos +1

cos =t とおくと，0(<2 であるから

-1(t(1 …… ①

t 

 y

 O

-
1

2

5

4

1

-1

1

-1

y を t で表すと

y=- 2t -t+1

  =-
2

8 9+t
1

2
+

5

4

① の範囲において，y は

t=-
1

2
 で最大値 

5

4
 をとり，

t=1 で最小値 -1 をとる。

また，0(<2 であるから

t=-
1

2
 ならば  =

2

3
，

4

3


t=1  ならば =0

よって，この関数は

 =
2

3
，

4

3
 で最大値 

5

4
 をとり，

=0 で最小値 -1 をとる。

問題（p.137）  

問題１

(1)
8

3
 の動径と，原点を中心とする半径が 2 の円と

の交点を P とすると，P の座標は 0 1-1，U3  である。

よって cos
8

3
=-

1

2

(2) -
3

4
 の動径と，原点を中心とする半径が U2  の

円との交点を P とすると，P の座標は 0-1， 1-1  で

ある。

よって sin 8 9-
3

4
 =-

1

U 2

x 

 y

 O 2

2

-2

-2

8

3


-1

U3

P

(1)

x 

 y

 O

(2)

U2

U2

-U 2

-U 2 -
3

4


-1

-1
P

x 

 y

 O

(3)

2

2

-2

-2

5

6


1

-U 3

P

(3)
5

6
 の動径と，原点

を中心とする半径が 2 

の円との交点を P とす

ると，P の座標は 

0 1-U 3 ，1  である。

よって

tan
5

6
=-

1

U 3

t (1) cos
8

3
=cos8 9+

2

3
 2 =cos

2

3
=-

1

2

(2) sin 8 9-
3

4
 =-sin

3

4
=-

1

U 2

問題２
tan>0 から， の動径は第 1 象限か，または第 3 象

限にある。

1+ 2tan  =
1

2cos 
 から

1
2cos 

=1+ 23 =10

よって 2cos  =
1

10

 の動径が第 1 象限にあるとき，cos >0 であるから

cos =
1

U10

sin =tancos =
3

U10
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テキストボックス

Minao HAYASHI
タイプライターテキスト

Minao HAYASHI
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☛解説動画は こちら

https://youtu.be/BPu0UWfs-hg



